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★ ふるさとを誇りに思う子ども達 ★ 

瀬部小学校の 3年生は、毎年学習発表会で、「臼台祭」という瀬部の地区に伝わる祭りのお囃子

を発表しています。昨年は学習発表会に加え、11 月 8 日（金）一宮市民会館で行われた東海北陸

小中学校音楽教育研究大会で、３年生と保存会の方と共にお囃子を演奏させていただきました。 

3 年生は、保存会の方や高学年の児童に、笛の指使いや太鼓のリズムなどについて教わり、「互

いの音を聴きながら息を合わせるこ

と」を大切にしながら練習に励み、成

果を発表することができました。こ

の活動は、地域の方や異学年の児童

との交流を通して、地域の伝統を継

承していくきっかけになっていま

す。また、伝統音楽に親しむことで、

「臼台祭」ひいてはふるさとを大切

に誇りに思う心が育つことにつなが

っていると感じています。     (瀬部小学校 ３学年主任 平井 愛奈) 

★ にしなりの昔を知ろう ★ 地域振興部会 

 “にしなりの今むかし”写真パネルぐるり

んマップ編（浅野・赤見校区）が、2 月 1 日

（土）～2 月 2 日（日）西成出張所で開催さ

れた西成文化展で展示され、多くの来館者の

興味を引き付けていました。この展示は 4 月

末まで西成公民館に展示され、5 月～6 月は

地域文化センター、7月～8 月は南部中学校、

10 月～11 月は浅野小学校、12 月～1 月（令和

3）は赤見小学校に展示予定です。写真パネル

はご要望があれば各地区の公民館等に出張展示を致しますので事務局(西成出張所)まで問合せを。 

 “にしなりの昔を知ろう”の第 12 回勉強会が、3 月 2 日「浅野公園の成り立ち」と題して浅野

郷土史同好会の山崎武嗣会長を講師として西成公民館にて開催予定でしたが、新型コロナウイル

ス対策のため 7 月に延期となりました。令和 2 年度も引き続き勉強会を開催し、皆さんに郷土の

歴史をお伝えしていければと考えておりますのでご参加をお待ちしております。 

 

輝け！ にしなり 



★ 令和 2年度街頭監視活動年間予定 ★ 

昨年の市内交通事故発生状況は死者数

8 人と一昨年に比べ１人増と大変厳しい

ものでした。この状況を受け、交通事故死

ゼロに向けて令和２年度交通安全街頭監

視活動予定が決定。 町内会など関係役員

で交通事故防止活動に参加し「にしなり」

から交通事故ゼロを目指しましょう！ 

 

西成連区内令和元年度交通人身事故発生状況（12 月現在） 

死亡 2 名 重傷 3 名 軽傷 160 名 
 

① 交通事故死ゼロの日として啓発活動日 

4 月 10,20,30 日 5 月 20 日 6 月 10,30 日 7 月 10,20,30 日 

8 月 20 日 9 月 10,30 日 10 月 10,20,30 日 11 月 10,20,30 日 

12 月 10 日 1 月 20 日 2 月 10 日 3 月 10,30 日 

 

② 県内一斉街頭監視活動日（交通安全運動期間内） 

春の全国交通安全運動（4月 6日～15 日）期間の 10 日（金） 

夏の交通安全県民運動（7月 11 日～20 日）期間の 15 日（水） 

秋の全国交通安全運動（9月 21 日～30 日）期間の 25 日（金） 

年末の交通安全県民運動（12 月 1 日～10 日）期間の 4 日（金） 

なお、市・警察の街頭監視活動（車両による啓発等）は午前７時 30 分から  

★ 社協西成支会 令和元年度も「災害義援金」の対応 ★ 

令和元年度は地球温暖化の影響と思われる風水害が日本各地でお

き、特に台風 19 号の影響はかつてないほどの被害を各地にもたらし

ました。市社会福祉協議会なども長野をはじめ各地に災害ボランテ

ィアを派遣する等復興支援に尽力した。                     

社協西成支会でも 11 月の理事会で協議の上、前年の西日本豪雨災害

の義援金 30 万円対応と同様に「台風 19 号災害義援金」として 11 月

末に日赤一宮事務局に届けました。 

★ 令和元年度 情報交換会 ★ 

 西成連区地域づくり協議会の第 4回情報交換会が 2月 14 日(金)西成公民館において開催されま

した。（1）令和元年度事業（2）来年度の役員人事（3）地域包括支援センターを議題に各部会長を

はじめ関連団体長より報告がありました。その中でも地域づくり協議会を今後どうしていくべき

か。立ち上げより 10 年以上が過ぎ、各部会の事業もマンネリ化しており見直し時期に来ている。

現状の 6部会を統合し運営の効率化、連携の強化、部会員の新規加入による活性化（人材の確保）、

専属事務局の設置により地域との連携の強化が必要等多くの意見が出された。令和 2 年度にプロ

ジェクトチームを立ち上げ基本計画を設定することになりました。なお、3/9 と 3/25 に開催予定

の役員会及び総会は新型コロナウイルス対応のため中止又は延期となりました。 


